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 自然に〈生〉と〈死〉の問題を考える機会が少ない現代社会において、学生たちは、ど

のような場面でこの問題を考えているのか、また、講義や臨地実習によりその価値観は変

化するのかどうかを、看護学生・大学生を対象に調査を実施した。 

 第１章では、ケアの対象である人間を統合体としてとらえていくことの必要性と、科学

的な専門知識の教育とともに、感じる力・考える力をつちかわせ、人間的な豊かさを育む

教育も重要であるということを提起した。 

 第２章では、看護学生・大学生を対象にアンケート調査を実施したところ、死別経験を

した学生は、死別経験をしていない学生に比べ、第２因子＜不死観／死後の世界＞が高い

傾向がみられ、死別経験をとおして第２因子＜不死観／死後の世界＞が構築されているこ

とがうかがえた。看護学生は死別経験の有無に限らず、第５因子＜人智を超えた生命＞の

構築がされており、看護教育の効果が示唆された。 

 また、〈死〉を一般的な事実や現象として、必然としてイメージしている学生は、大学生

より看護学生に多く、「悲しい」「寂しい」などの感情表現をしている学生は、看護学生よ

り大学生に多くみられた。そして、自分自身の死までイメージできている学生は看護学生・

大学生ともほぼ同じであり、各年代で〈生〉と〈死〉の教育を意図的に行うことは、死生

観形成に影響を与えることが期待できるということも示唆された。 

 第３章では、内科実習終了後の看護学生を対象に聞き取り調査を実施したところ、臨地

実習や「患者の死」は、看護学生に「二人称の死」から「三人称の死」へ、ひいては、学

生自身の死である「一人称の死」を考えるきっかけになると同時に、ふだんあまり意識し

ていなかった〈生〉への意識化にもつながったと考えられる。 

 看護師にとって、「二人称の死」をきっかけに、一般的な事実として客観的にみることの

できる「三人称の死」や、自己と他者との違いを再認識することのできる「一人称の死」

と向き合うことで、「あなたの死」や「彼・彼女の死」も「私の死」と同様に大切にしてい

くことができるようになると考えられる。 

 現代のように多様化する社会の中では、ひとりひとりが自己の存在の意味を考え、感じ

ながら生きていくことは重要であり、子どもの頃から、その年齢に応じた自己の死生観を

育んでいくことは必要不可欠なことである。しかし、人間が〈生〉に執着しすぎると〈死〉

への不安や恐怖にとらわれてしまい、今を生きにくくする。ひとりひとりが、時間を超え

た「いのち」の感覚をもち、自己存在の意味を考え価値を見出していくことができれば、

それがすでに「死の準備教育」である。 

 医学的に〈死〉は「生命」の終わりであっても、ケアは「いのち」を支えるものでなけ

ればならない。そのためには、一人称・二人称・三人称の〈生〉と〈死〉の意味を円環さ

せながら死生観を育んでいく看護教育やケアは必要であり、それと同時に、人間的な豊か

さを育む教育が求められる。 


